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桐生自然観察の森友の会の園内整備

桐生自然観察の森

　桐生自然観察の森は、平成元年４月１日に開園してか
ら、３月末で 30 年になります。
　全国に 10 か所しかない「自然観察の森」の一つで、
園内には、ネイチャーセンターや観察施設があるほか、
定期的に自然を体験する行事などを開催し、野鳥や昆虫
をはじめとした桐生の自然に触れ合うことができます。
　身近にある貴重な施設にぜひお出かけください。
　問い合わせは、自然観察の森（☎ 65 ‐ 6901）へ。

市民の皆さんに親しまれて30年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で

運
営

　
園
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

 

「
桐
生
自
然
観
察
の
森
友
の

会
」
は
、
開
園
の
翌
年
に
結
成
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
園

内
整
備
や
行
事
、
生
物
調
査
な
ど

様
々
な
場
面
で
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
も
現
在
50
人
の
登
録
が
あ

り
、
団
体
向
け
の
自
然
観
察
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
や
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
園
の
経
過

　
昭
和
50
年
代
、
急
速
に
市
街
化

が
進
む
な
か
「
桐
生
周
辺
の
植
物

を
守
る
場
所
と
セ
ン
タ
ー
機
能
を

持
っ
た
施
設
が
ほ
し
い
」
と
の
声

が
市
民
か
ら
あ
が
り
、
自
然
保
護

セ
ン
タ
ー
構
想
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
そ
の
構
想
を
実
現
す
る
た

め
に
国
の
「
自
然
観
察
の
森
」
事

業
を
活
用
し
て
整
備
し
た
施
設
が

桐
生
自
然
観
察
の
森
で
す
。

　
国
の
「
自
然
観
察
の
森
」
事
業

の
目
的
は
、
野
鳥
や
昆
虫
を
は
じ

め
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
場

所
を
整
備
し
、
自
然
観
察
な
ど
を

通
じ
た
自
然
保
護
教
育
推
進
の
拠

点
づ
く
り
で
す
。
昭
和
61
年
度
に

国
の
認
可
を
受
け
て
着
工
し
、
平

成
元
年
４
月
１
日
に
開
園
し
ま
し

た
。

園
内
の
概
要

・
広
い
園
内

　
場
所
は
、
吾
妻
山
西
側
の
川
内

町
二
丁
目
地
内
に
あ
り
、
広
さ
は

約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
園
内
に
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
野
鳥
観
察

の
た
め
の
観
察
舎
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
吾
妻
山
と
鳴
神

山
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

も
近
く
、
園
内
を
通
る
関
東
ふ
れ

あ
い
の
道
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
園
内
の
林
は
、
主
に
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木
林
と
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
で
、
い
わ
ゆ

る
里
山
と
い
わ
れ
る
環
境
で
す
。

　
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
「
カ
ッ
コ

ソ
ウ
」
の
移
植
地
が
あ
り
、
４
月

上
旬
に
は
美
し
い
花
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
観
察
の
た
め
の
園
路
が
巡
り
、

池
や
湿
地
も
あ
る
こ
と
か
ら
四
季

を
通
し
て
昆
虫
や
鳥
な
ど
の
動
物

や
植
物
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
園
内
の
情
報
が
詰
ま
っ
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
中
心
施
設
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
に
は
、
生
き
物
の
標
本
や
園

内
の
自
然
情
報
板
、
そ
の
時
期
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
展
示
し
た
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

が
あ
り
、
双
眼
鏡
の
貸
し
出
し
も

行
っ
て
い
ま
す
。
自
然
観
察
指
導

員
（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
も
常
駐
し
、 移植地のカッコソウ

来
園
者
の
案
内
や
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み

の
あ
っ
た
団
体
に
は
、
年
齢
、
観

察
時
間
な
ど
の
希
望
に
あ
わ
せ
た

自
然
観
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、

園
内
を
案
内
し
ま
す
。

新緑の園内

   2 月から 3 月に
よく見かけるルリビタキ
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桐生自然観察の森友の会会員の声
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様
々
な
行
事
を
開
催

　
開
園
時
か
ら
30
年
間
続
い
て
い

る
夏
休
み
の
「
こ
ど
も
自
然
教

室
」
の
ほ
か
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
や
親
子
教
室
な
ど
、
年
間
に

60
ほ
ど
の
自
然
に
親
し
む
た
め
の

行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
観
察
の
森
の
行
事
は
、
広

報
き
り
ゅ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
も

　

全
国
の
有
名
な
祭
り
が
東
京

ド
ー
ム
に
集
結
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
に
、

群
馬
県
で
初
め
て
「
桐
生
八
木

節
ま
つ
り
」
が
選
ば
れ
、
１
月

11
日
に
出
演
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
桐
生
八
木
節
ま
つ

り
を
全
国
的
な
祭
り
に
し
て
い

こ
う
と
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

の
招
致
や
浅
草
、
日
光
で
の
八

木
節
上
演
な
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
や
沖

縄
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
な
ど
、
全

国
の
名
だ
た
る
祭
り
と
共
に

「
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
」
を
紹

介
で
き
た
こ
と
は
、
全
国
的
な

祭
り
と
な
る
第
一
歩
と
感
じ
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
っ
て
、
伝
統
あ
る
祭
り
が

大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
る
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。　

　

今
後
も
、
歴
史
と
伝
統
、
誇

り
高
い
文
化
を
も
つ
桐
生
市
の

魅
力
を
全
国
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

17
ペ
ー
ジ
で
２
つ
の
行
事
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
観
察
記
録

　
自
然
観
察
の
森
で
は
、
毎
日
、

園
内
の
生
物
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　
30
年
続
い
て
い
る
こ
の
調
査
結

果
は
、
細
か
な
情
報
が
積
み
重
な

っ
た
大
切
な
資
料
で
す
。

　
初
め
て
園
内
で
イ
ノ
シ
シ
が
確

認
さ
れ
た
日
や
カ
ワ
セ
ミ
が
何
を

餌
に
食
べ
た
か
、
今
で
は
ど
こ
で

も
鳴
い
て
い
る
ガ
ビ
チ
ョ
ウ
（
特

定
外
来
種
）
は
い
つ
入
っ
て
き
た

か
な
ど
、
園
内
の
詳
細
な
変
化
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
と
気
象
記
録
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
に

自
然
観
察
の
森
友
の
会

木
暮
幸
弘
さ
ん

　
　
　
（
菱
町
二
丁
目
）

親子教室（エサ台作り・鳥観察）夏休みの「こども自然教室」

　植物学者の多田多恵
子さんを講師に迎え開
催します。
　多田さんは東京大学
大学院博士課程修了の
理学博士で、これまで
も桐生自然観察の森の
観察会で講師を務め、自然観察の魅力や面白さ
を熟知しています。また、NHKラジオ「子ど
も科学電話相談」の回答者も務めています。
期日＝３月17日（日）
時間＝午後１時30分から（午後１時開場）
場所＝市民文化会館小ホール
問い合わせ＝自然観察の森（☎65 ‐ 6901）

30 年にわたる生物調査のデータ

　園内整備や行事の手伝いなど仲間と楽しく
活動しています。会員の皆さんは、自然に対
して意識・関心が高く、とても刺激になりま
す。自然観察指導員としても活動しています
が、自然を見る子どもたちの目の輝きを見る
と、とてもうれしくなります。

未来につなげる活動を続けたい

よ
る
生
き
物
へ
の
影
響
な
ど
が
分

か
り
、
今
後
、
生
き
物
の
保
護
や

桐
生
の
自
然
史
を
振
り
返
る
と
き

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

身
近
な
自
然
と
の

気
軽
な
触
れ
合
い

　
自
然
観
察
の
森
は
、
豊
か
な
里

山
環
境
を
健
全
な
状
態
で
維
持
す

る
自
然
保
護
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
身
近
な
自
然
と
触
れ
合
え
る

場
で
す
。

　
多
く
の
人
に
桐
生
の
自
然
環
境

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

け
る
施
設
と
し
て
今
後
も
運
営
し

て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
森
の
生
き

物
た
ち
と
一
緒
に
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

桐生自然観察の森
開園 30年記念講演会

「五感で発見、自然のふしぎ」


